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検 索 マリレよろず 

第二管区海上保安本部 海の安全推進室 

 振り返ろう！ 
   自己救命策確保 

        ３つの基本 
 待ちに待ったゴールデンウィークが近づいてきました。 

 この大型連休に合わせ、海で釣りをしようという方も多いのではないでしょうか？ 

 この時期から、海釣りをされる方が増加するため、海中転落事故の発生が増加します。 

 海に落ちたとき、自分の命を守るためにはどうすればいいのか。 

 「自己救命策確保３つの基本」について、もう一度振り返ってみましょう。 

① ライフジャケットの常時着用 

   救命胴衣は必ず着用しましょう。 

     自分の命は自分で守る。 

     家族があなたの帰りを待っています。 

   ③ 海のもしもは 118番 
        海上保安庁緊急用ダイヤルです。 

        関係機関と連携しつつ、 

        救助に向かいます!!!!!! 

 

その他に…. 

・ 複数行動の励行 

・ 立入禁止場所へ侵入しない 

・ 子供から目を離さない 
 

② 連絡手段の確保 
   水没しても使用できるよう 

  防水パック等に入れた 
  携帯電話の携行を推奨します。 

必ず覚えて 
実践してね！ 



■消波ブロック上に潜む危険 
 

①足場が悪く、滑り易い 
 
②隙間に落ちると自力で這い上がるのは難しい 
 

■ あると便利なもの 
 
① ライトの携行・・・夜間や早朝、周囲が暗い中で足元を照らします。 
 
② 笛の携行・・・助けを呼ぶ際に、笛を使用するのも有効です 
 
③ 適した服装・・・ヘルメットや手袋などの着用も有効です 

海の安全情報スマホ版サイト 
（沿岸域情報提供システム） 
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～バックナンバーはこちら～ 

自分の命を守るためには、自らの心がけが重要です！ 

①発航前、機関や燃料等の点検の実施 
 
②航行時、常時見張りの徹底 
 
③故障時に備え、救助支援者の確保 

釣 り 中 の 事 故 事 例 紹 介 

                            

救命胴衣を着用することはもちろん大事ですが、 
釣りをする場所にも注意が必要です！ 


